
時間数

1 訪問看護の役割機能

2 訪問看護に関連する諸制度

3 訪問看護における倫理的課題

1 地域包括ケアシステムと在宅看護

2 関係機関・関係職種との連携

1 リスクマネジメント

2 在宅における感染管理の実際

1 在宅療養者および支える家族の特徴

2 在宅療養者を支える家族の捉え方

3 在宅療養者の家族への看護

1 在宅における看護過程の特徴

2 訪問看護の実際

3 訪問看護の記録と報告

1 在宅療養者の生活環境

2 在宅療養における日常生活行動の支援

1 コミュニケーション技術の実際

2 訪問看護における接遇

1 アセスメントの進め方

2 バイタルサインによるアセスメント

3 呼吸・循環・神経系のアセスメント

1 摂食嚥下障がいのリハビリテーション看護

2 口腔マネジメントにおける歯科との連携

3 生活リハビリと福祉用具の活用

⑤服薬管理 1 在宅療養における服薬支援 2時間

1 経管栄養法の実際

2 中心静脈栄養法の実際

3 末梢輸液管理の実際

②スキンケアと褥瘡ケア 1 褥瘡の予防とケアの実際 2時間

③ストーマケア 2 ストーマケアの実際 2時間

1 在宅酸素療法の実際

2 在宅人工呼吸療法（非侵襲的、侵襲的）の実際

3 呼吸管理における安全管理と援助方法

1 急変時のおもな特徴と対応

2 一次救命処置

1
がん治療中の在宅療養者への支援（症状マネジメン

ト、化学療法、、放射線療法）

2 多職種連携による支援の実際

1 難病の人への支援の実際

2 家族への支援

3 社会資源の活用（制度その他）

1 認知症の人への支援の実際

2 家族への支援

3 社会資源の活用（制度その他）

1 在宅でのエンド・オブ・ライフケアの特徴

2 アドバンスケアプランニング（ACP)の取組み

3 在宅での看取り

⑥疾患や障がいのある小児の看護 1 在宅小児と家族の理解と支援の実際 2時間

⑦精神障がい者の看護 1 精神障がい者の理解と支援の実際 2時間

その他 シミュレーション演習 6時間

82時間合計時間

カリキュラム（集合研修）一覧

4時間

④呼吸管理 4時間
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①急変時の看護 4時間

②がん看護 4時間

③難病の人の看護 4時間

④認知症の人の看護 4時間

⑤エンドオブライフケア 4時間

③フィジカルアセスメント 6時間
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①経管栄養法・中心静脈栄養法・

末梢輸液管理

Ⅴ 訪問看護展開論

Ⅵ
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①生活支援

④リハビリテーション看護

6時間

6時間

Ⅲリスクメネジメント論

Ⅳ 訪問看護対象論

豊田訪問看護師育成センター

科目 項目

Ⅰ.訪問看護概論 4時間

Ⅱ 在宅ケアシステム論 4時間

4時間

3時間

３時間

②コミュニケーション 2時間

90分＝2時間


